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ＲＬＡ（Researcher-Like Activity） 

 

 市川伸一（1996）が提唱した 

  「研究者の活動の縮図的活動を学習の基本形態」 

 狩俣智（1996）が中学校の数学教育へ適用した. 

 「問題の発見」を「基本問題からの条件の変更によ
る問題作り」に置き換える 

  →学習者それぞれのレベルに合わせた活動 

   数学的コミュニケーション活動 

   学ぶ意欲を引き出す 

 



授業実践報告 
課題学習における探究活動 

 

①「正多面体」を題材にした課題学習 

            （配布資料に詳細あり） 

②「フィボナッチ数列の周期性」に題材にした 

 課題学習 

  

学習者：高校生(1・2年)，大学生，中学生～高校生 

実施形態：普段の授業の単元の中で 

     集中講義で      

 



①「正多面体」を題材にした課題学習 

＊５時間配当＊  

   

  １時間目 オリエンテーション 

 

  ２時間目 正多面体の特徴をつかむ 

       課題設定 

   

  ３・４時間目 探究活動 

   

  ５時間目 ポスターセッション 

                

            



②「フィボナッチ数列」を題材にした課題学習 

平成27年度ひらめき☆ときめきサイエンス 

 ～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 事業 

福井大学主催： 

「中高生のための理科と数学の活用力を研く 

    サイエンスキャンプ」  

               参加者27名  

   数学分野８名（中学生５名，高校生３名） 

  

講義 → グループで探究活動 → 成果発表会 

 テーマ：「不思議な計算－17段目の不思議－」 

 





生徒が考えた条件変更 
＊計算方法の変更 

① たし算 → ひき算 

② たし算 → かけ算 

 

＊発見したことを一般化 

③ mod  10  における周期 → mod ｎにおける周期 

 

＊事実を一般化し、証明をする 





＊生徒が作成したポスター＊ 







生徒の感想 
 非常に興味を持った。グループで考えることによっ
て新しい発見ができた。（中３） 

 いろいろな発見ができておもしろかった。（高２） 

 自分たちでいろいろな法則や定理を見つけて証明し
ていくのがおもしろかった。（高１） 

 活動を進めていく中で、チームワークができてとて
も楽しく活動ができた。（高１） 

 みんなと一緒に頭を使って考えるのは楽しかった。
（中２） 

 難しい内容だったけど、楽しかった。発表と発表内
容を考えるのは、以外によかった（中２） 

 



今までの実践との比較から見えたこと 

 探究の時間の十分な確保とサポート体制の充実 

 →深い学びができる 学習者の意欲も持続 

  さらに継続した学びへ 

 幅広い学習者でも、深い学びに発展できる課題 

 →簡単な計算から、規則性を見つけ、それを確    

  かめたり、発展することができる 

 自分から進んで話し合う活動や発表活動 

 →生徒の学びによい経験と刺激になる 



実践のまとめ 
 

 数学的に深い内容についての探究活動が行われた
← 探究活動時間を集中的に多くとれた 

 ← 大学院生のサポート 

 学習者のレベルに応じた深い学びができた 

 ←中学2年生～高校2年生までの生徒が学びの 

  段階に応じて活動していた 

 話し合いながらまとめたり発表したりすることか
ら知識の再確認とそれぞれの課題が見える 

 ← 新たな疑問や解決したいことが生まれた 

 

 



今後は・・ 
 この探究活動を次の学びにどうつなげるか 

  → レポート集の作成 

  → 大学院生とのつながり 

 

 実際の学校現場でどうするか 

  → 探究活動時間の確保 

  → 探究型アクティブラーニングの 

    １つの実践としていきたい 


